事故等防止マニュアル
横浜いずみ学園

１、目　的

　このマニュアルは横浜いずみ学園において、子どもの処遇に関わる事故を未然に防止する為に、必要な事項を定める。

２、事故等防止の原則

　１）外部からの侵入

　　夜間外部からの侵入を防ぐ為に、玄関等の施錠のほかに、門も閉めておく。
　　・しらゆり園桜陽高校側門　２２：００～翌６：００　門を閉める。

　　・子どもの虹情報研修センター　１８：００～翌８：００　門を閉める。

　　・駐車場門　常時閉めておく。

　　・学園玄関　１８：００～翌８：００　施錠・休日体制時施錠。

　　※日中は必ず事務室で受付するよう声をかける。

　２）安全面の配慮

　　事故防止のために刃物、工作機械等を使用する部屋のキャビネットには必ず施錠する。子どもへの刃物等の貸出しは、ノートに記載し日中のみとする。職員は１７：００と２０：００に貸出物の回収及び確認を行う。これ以外の時間でも必要に応じて確認すること。場合によっては貸出が禁止されている子ども・物もあるので、キャビネット内の確認表を確認すること。
　　学園内は常に整理整頓されていること。

　３）見回りの実施

　　防犯や事故防止のため、見回りを行う。

　　・日勤リーダーによる施設内巡視、施錠を１８：００に行う。

　　・当直者による施設内巡視、施錠を０：００に行う。

　　・環境整備係による設備上の点検を月１回行う。

　４）報告
　　日常生活の出来事や設備に関してこれはおかしい、ひやりハッと等、気がついた事があれば主任指導員若しくはリーダーに口頭で報告する。主任指導員は必要に応じて会議に提案したり、改善を指示する。

　５）２階把握職員の確保

　　子どもの安全やケアの向上のために出来る限り２階把握に努めること。またシフトで割り当てられた職員は、２階を離れる際には必ず交代の職員を頼み、その事を近くの職員に申し送る事。止むを得ずシフトに入れない時は、必ずリーダーに報告するとともに交代の職員も確保する事。

　６）健康・衛生管理

　　手洗い、うがい、シャワー、歯磨き等を励行し健康、衛生管理に努めること。

　７）遊具

　　事故の無い様、係が定期的に点検するとともに、一輪車、ローラースケート等を使用する場合ヘルメットの着用を促すこと。
　８）事故防止為の責任分担

　　事故防止のための措置は主任指導員が園長に相談しながら行うものとし、必要に応じて主任会議、職員会議で検討する。また分野に応じて各係がサポートする。

　　・安全、防災　　　　　防災係

　　・施設整備　　　　　　環境整備、備品消耗品係

　　・健康、衛生管理　　　看護師

　　・食品　　　　　　　　栄養士

　　・遊具　　　　　　　　遊具係

　　・公用車　　　　　　　車両係

※　このマニュアルに定めのない事項については、園長が別に定める。

附　則

このマニュアルは平成１６年１２月２８日より施行する。
